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【目的】点字様の機械的触覚刺激時における刺激 ピン数 と
脳磁界反応 との関係 を明 らかにす ることを目的 とした。

【方法】対象は健常成人男性8名 であり,306ch脳 磁界計測
装置 を利用 して機械的触覚刺激時の体性感覚誘発脳磁界

(SEF)を 計測 した。機械的触覚刺激には点字様のピン(ピ
ン経1.3mm,ピ ン突出量0.7mm,ピ ン間隔2.4mm)が 突

出する仕組みの触覚刺激装置を利用 した。刺激部位は右示

指先端であ り,ピ ン1本 か ら4本 まで をランダムに各々
100回 以上呈示 し(ピ ン突出時間は10ms),得 られたSEF

波形を刺激 ピン数毎に加算平均 した。 【結果1全 てのピン

数 において刺激後30ms,60ms,130ms付 近で ピークを
示すSEF波 形が記録 され,刺 激 ピン数が増 えるに従い各
ピーク値が大 きくなることが示 された。【結論】機械的触

覚刺激時の刺激ピン数に応 じて磁界反応が変動することが

明らかになった。


